
東大阪市の市街地に住む私にとってh a m を楽しむ環境は日増しに
窮屈になってきています。直近にマンションのはしりが建ったのはも
う3 0 年以上も昔のことでした。これでs h o r t  p a s s のE U が極端に悪くな
りました。l o c a l局からQ S Y してもらったL 型鋼で組み上げた自慢の1 0
m のタワーはとたんにみすぼらしくなりました。私も若かったのでしょ
う。それならあのビルを越してやろうと二階建ての屋上に、当時まだ
珍しかった2 1 m のc r a n k  u p  t o w e r を建てました。周辺も町工場であっ
たり、駐車場であったり、空き地もあり何はばかることなくt o w e r を上
げ降ろしし、A N T もあれこれ載せ変えながら1 5 年は過ごせたでしょう
か。次は東にマンションがとみるみる、工場や駐車場が更地にかわ
り、次々と戸建て住宅が建ち、l o n g  p a s s のE U ,ＡＦ方向には高層マ
ンションが、最近、息の根を止めよとばかりにc a r i b ,  N A 方向にご立
派なマンションが建ってしまいました。t o w e r に上って作業をするにも
あちこちのマンションから「あの爺さんようやるな」と覗き下ろされてい
るようで楽しくありません。戸建て住宅からはいつ何時 i n t e r f e r e n c e の
c l a i m がこないとも限りません。それでも先住権は我が方にありと、最
近t o w e r も二代目に変え、しぶとくh a m  l i f e を楽しんでいます。
D X C C もそれなりに進み、5 b a n d , 6 b a n d と来ますとt o p  b a n d もと欲が出
るのがh a m というものなのでしょうか。私にはO M さんの「そんな場所
で1 6 0 m は無理むり」との嘲笑が聞こえてくるようでなりません。それ
でも何とか齧ってみようと悪あがきするのもh a m のD N A なのでしょう。
p r o l o g u e ばかり長くて本論は実にお粗末で恥ずかしい限りです。お
許しを請うというよりは皆様のs u g g e s t i o n を心から期待するところで
す。
A N T といえば D P ,ところが1 . 8 M H z 波長 1 6 0 m となりますと1 / 2 λでも8 0
m です。 両翼に4 0 m づつ水平に張る！！　私は今流行の超高層の
t w i n  t o w e r を見るたびに一人にんまりしています。対地効果も充分
に保てるし、何かの機会に向こうの窓からこっちの窓までとは全く少
年の空想の世界です。それでも似たようなことをやってみようと、給
電点をt o w e r で持ち上げてみました。I V  A N T です。短縮率を掛けて
片方が3 7 m 。一方のe l e m e n tは先端を7 m 程折り曲げ何とか格好がつ
いています。もう一方のe l e m e n tが上手くいきません、1 5 m 以上の部
分を折り曲げおりまげ努力はしましたが全くI V  A N T の体をなしませ
ん図 ( 1 ) 。 給電点の開角は3 0 度前後と尖がっています。おそらく給
電点のi m p e d a n c e は極端に低い値を示しているのでしょう。S W R は
再三のc u t  a n d  t r y  にもかかわらず 3 を下回ることはできませんでし
た。ただ、昨年 4 月、我々の学会（日本医学会総会）の交歓事業で
記念局 8 J 3 G A J M C を大阪城ホールで開局した際、水平 D P を折り曲
げることなく張ることができました。立ち木を利用した1 6 0 m  b a n d のD
P は壮観で、給電点の高さは充分では無いもののi m p e d a n c e も当然
の約 7 0  に落ち着きましたが、c u t  a n d  t r y の際、5 0 c m も6 0 c m もの調整
でようやく目的の結果が出せたことに当惑しながら1 6 0 m の波長を再
認識させられました。
I V が駄目ならs l o p e r にと、展開することの出来ない片方のe l e m e n tをt
o w e r に沿って下方に引き下ろして張ってみました。8 0 m の場合は片
e l e m e n tをt o w e r にそって引き下ろし、t o w e r との間隔を調整（5 0 c m 前
後）することにより、S W R も理想的に下がりましたが、1 6 0 m になりま
すとどうしてもうまくいきません。おそらくt o w e r に沿うe l e m e n t長が不
足なのでしょう図 ( 2 ) 。そこでかろうじて展開している片方のe l e m e n t
の給電点から先端方向へ5 m のところを最高点に持ち上げ、給電点

は反対側に折り返して下げ、反対側 e l e m e n tで引っ張ってみまし
た図 ( 3 ) 。そしてこの対側 e l e m e n tの先端はe a r t h しました。給電点
は低いもののi m p e d a n c e , S W R とも理想的な値に調整でき、この
折り曲げスローパーは使える状態に出来上がりました。丁度国
内のc o n t e s tの日であり多くのJ A 局がo n  a i r している中、試験運用
の結果、何とか使えることが確認できました。しかし、n o i s e   l e v e l  
が高く、返ってくるr e p o r tも貧弱でとても満足できるものでなくすぐ
に降ろしてしまいました。



そこで、あまり神経質に考えず得意の片 e l e m e n t引き下ろし法と同様にt o w e r
の頂上からD P に使うe l e m e n t線を引き下ろしてしっかり張り、t o w e r 基部でe l e
m e n t線とt o w e r 間を6 0 c m としてみました。e l e m e n t線はその先、エアーダック
ス c o i l ( 6 0  ,  0 . 8 m m  疎巻き、古いもので規格不詳 ) ３T ,エアーバリコン( 2 5 0 p F
程度とみえる、耐圧もかなりありそうな送信機用？規格不詳 ) を介して5 0  同
軸の芯線に接続、s h i e l d 側はA N T 基部でe a r t h に接続という形にしました図
( 4 ) 。調整はさほど困難も無くV C を2 0 % 程抜いたところで5 0  , S W R も理想的
に落とすことができました。T o w e r の高さはf u l l  u p でなく約 1 6 ̃ 7 m 、引き降ろ
しe l e m e n tの長さもt o w e r に添う長さといういいかげんさです。V C の出し入れ
とt o w e r 基部でのe l e m e n t ̃ t o w e r 間の距離の調整により、驚くほど簡単に調整
は完了しました。調整にはK U R A N I S H I   B R - 2 0 0 のA N T  a n a l y s e r を使ってい
ますが、私のレベルでは何等不都合を感じたことはありません。
さて、このt o w e r  d r i v e  A N T を早速使用してみたのですが、そのn o i s e のひど
いのには今更ながら驚きました。常時 S 7 ̃ 8 ,ひどい時には+ 1 0 d b にもなり、深
夜だけは3 ̃ 4 になっているという状態です。とてもか細いo v e r  s e a s を捕らえら
れる代物ではないようです（勿論繁華なご当地だからということもあるので
しょうが）。そのような中、かろうじて聞こえるU A 9 を呼んでみました。R e p o r tは
5 9 9 ！！何となんと飛ぶことは飛んでくれているようでした。
しかしこれではひどすぎる。そこで多くの局が受信専用に3 . 5 M H z 用 r o t a t a b l
e  D P 改を使うという意味が理解できてきました。1 6 0 m には如何にも短すぎる
感がしないでもありませんが、t o w e r  A N T で聞くよりは幾らかでもましなのだ
ろうと期待を胸に改造を決意しました。
改造作業はそれほど複雑なことではありません。7 5 , 8 0 m に同調しているe l e
m e n tを1 6 0 m に共振させれば良いのです。そのためにはr o t a t a b l e  D P の両エ
レメントの間にc o i lを巻き足すことになります。文献を参考に約 1 0 c m 長、1 0 m
m  のフェライトバーに1 . 2 m m  P E W 銅線 3 7 T を密巻きにし両 e l e m e n tの間に結
線しました。更に同じ銅線を3 T 同じフェライトバーに巻きc o u p l i n g して5 0  の
同軸に接続しました図 ( 5 ) 。i m p e d a n c e はフェライトバー上にあるc o u p l i n g  c o i l
の位置を移動することにより2 0 ̃ 1 2 0  あるいはそれ以上の範囲で調整可能
で、周波数も3 5 T +  で調整可能でした( 写真) 。

フェライトバーはジャンク箱にあった古い受信機用のものを利用
しましたが、今でも生産はされており、通販で容易に入手可能で
す。先達の中にはa m i d o n  r i n g を使用している方もあるようです
が、線巻きと調整に手こずるなどの記述がみられ、バーに巻く方
が遥かに作業が簡単だろうと感じました。
さて使ってみてビックリ、t o w e r  A N T  との差は歴然でした。A N T
の実効長が短いということはあるにしてもS / N の改善には目を見
張るものがありました。c o n d x の良い日ならp a n p a c i f i c や a s i a ならと
希望がわいてきました。とにかく隣近所とはいえc o n t a c t可能な状
態にたどり着けたのですから！！市街の密集地に住まうh a m の
たわごととお聞き流しください。

　いまは t o w e r の下の方に降ろし固定状態で使用していますの
で、上のm a s t まで持ち上げ、回転させるようになれば、更にもう
一段、受信力がu p するのではと微かな期待を抱いています。
現在の抱負は現状のe l e m e n t長を少しでも長く出来ないかという
ことです。e l e m e n t基部からはしごf e e d e r のように並行に二線を下
ろしてくればまたn o i s e が増えるでしょうか。波が載るほどの長さは
下ろせませんが、少しでも長いe l e m e n tで受けてみたい、その一
心です。更に、r e l a y を使って本来の7 5 , 8 0 m でも使えるように手を
加えなければなりません。有難いことにだいぶ暖かくなり作業も
日ごと楽になってきました。もう少し試行錯誤しなければならない
ところがありそうです。皆様のご助言を心からお待ちいたします。

R o l l  C a l l
1 4 . 1 5 5  M H z
0 9 0 0  J S T  S a t u r d a y

M o n t h l y  m e e t i n g
a t  i - H o u s e  O s a k a
1 8 0 0  J S T  2 n d  F r i d a y



昨年、タイのランパンで開かれたS E A N E T コンベンションの前に、バンコクに立ち寄って数日過ごすことにした。その事をチュラルン
コーン大学のP h u l p o r n 先生に知らせたところ、それなら是非 T h a i - N i c h i  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y  ( T N I )  -  泰日工業大学で「品質管理」
の講義をして欲しいと頼まれ引き受けた。彼女は2 0 0 2 年 1 1 月に東京で開かれたT h e  1 6 t h  A s i a  Q u a l i t y  S y m p o s i u m にT h e  S t a n d a r d  a n d
 Q u a l i t y  A s s o c i a t i o n  o f  T h a i l a n d  ( S Q A T ) の代表として参加しておりそこで知り合った。その後 2 0 0 4 年にバンコクで開かれたS E A N E T コ
ンベンションに参加した際に連絡すると勤務先のチュラルンコーン大学を案内してくれた。そしていつの間にか新しく設立されたT h a i -
N i c h i  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y  ( T N I )  へ転職されていて今回の依頼である。タイ人の大らかさというのか、いい加減というのか、私の講
義も聞いた事がなく、過去に2 度会っただけでのこの依頼である。
今、タイには特に自
動車や電機・電子産
業関連の日本の企業
の進出が盛んであ
り、どの企業も技術者
や技能工の獲得に苦
労をしている。そんな
中でT N I は日本の通
産省や企業の協力を
得て設立された 4 年
制の大学である。設
立されたばかりでま
だ 1 年生しかいなく、
産業界で活躍できる
技術者を輩出できる
のはまだ3 年先と気の
長い話ではあるが、
根気良くやるしかな
い。



この日の前日 ( 1 1 月 5 日 ) 、H S 1 A S C ,  T h i d a さんが昼食を一緒にし
ようと、ご主人 H S 1 E N H ,  L e e さんとホテルまで迎えに来てくれ、私
と家内を海鮮レストランに案内してくれた。いつも感じることだが
地元の人が連れて行ってくれるレストランの食事はおいしく少々
食べ過ぎた。昼食後 L e e さんが運転する車でバンコク市内を案
内してもらった。タイで初のラジオ放送用のアンテナを見学の
後、私にとって懐かしいL u m p i n i  P a r k から S i r o m  R o a d を通りN e w
 R o a d  の中央郵便局に立ち寄って日泰修好 1 2 0 周年の記念切
手を買い、S u r i w o n g  R o a d  を抜けてラマ4 世通りからチャイナタウ
ンの黄金仏寺院まで案内してもらった。S i r o m  R o a d には私が4 0
年前に駐在していたシャープ（当時は早川電機）の事務所が
あったS i b u n r u a n g  ビルが残っている。そこを通過するときT h i d a さ
んが、娘がここへ日本語を習いに来ているというのでふと見ると
「K U M O N 」の文字が見えた。これは日本の学習塾の進出らし
い。T h i d a さんに翌日 T N I で講義をする旨話すと、その大学は自
宅から近いと当日教室へ訪ねて来てくれた。なるほど住所を見る
と同じR a t t a n a k a r n 　R o a d であった。
それから3 ケ月経った今年の2 月、T h i d a さんから、お嬢さんがT N
I を受験して合格したと喜びを伝えるメールが届いた。I T を専攻
するそうで、何よりも自宅から自転車で通える近さで、今まで習っ
てきた日本語も継続して習えると喜んでおられる。いずれ日本の
企業で活躍してくれる人材になるであろう。また、このT N I の学生
達にアマチュア無線を紹介したいがと尋ねてきたので、それは
グッドアイデアだと、先のP h u l p o r n 先生を紹介しておいた。

J A 3 P Y C �4 6
J A 3  A A �4 2
J A 3 A E R �2 9
J A 3 V W T �1 3
J A 3 A O P �8

 ２００７年度　ロールコール参加回数
J A 3  U B �5
J A 3 N H L �5
J E 3 B E Q �5
J R 3 M V F �4
J R 3 I X B �3

J A 3 I V U 　�1
J P 3 I L G �1

( M C :  J A 3 P Y C )

３月１１日一人でｽｷｰに出かけました。自動車で行くの
で近くて雪質のいいところこの条件にかなうのが蓼科ピ
ラタススキー場。ペンションやスキー場ベースが標高1 ,
7 0 0 m にありロープウェーで2 , 2 4 0 m まで運んでくれる。
先週とうって変わって全国的に気温上昇。でも頂上付
近は昼間も零下の世界・・・
樹木は樹氷の名残を留めながらも春の姿に。
　　　　　　　　　　J A 3 A O P   杉山　曉

遠くの下界は春霞！標高 2 , 2 4 0 m は冬の世界


